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統計編
第３部　生存率
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　生存率の概要

■相対生存率集計について
集計症例の罹患年
罹患年月日が平成 16（2004）年 1月 1日から平成 20（2008）年 12 月 31 日の間の 5年間に登録
された症例

集計の時期
平成 27（2015）年 9月 28 日現在

追跡方法
標準データベースシステムにより 2004 年症例より、5年間の追跡として全死亡票との照合と生
存確認調査を実施

集計対象
罹患数・率の集計対象のうち生存率の対象は以下の①から④を除く
①　DCN/DCO・再発症例
②　悪性以外、上皮内癌
③　多重癌のある場合は第 2がん以降の症例
④　年齢不詳および 100 歳以上の症例

相対生存率算出方法（5年相対生存率）
診断日を起点とし、最終確認日は死亡日または生存確認調査で得た日とした。
Kaplan Meier 法によって 5年実測生存率を求めた。実測生存率と同じ性・年齢・出生年の一般
集団の生存確率（期待生存率）を国立がん研究センターが提供するコホート生命表から 0.5 歳
分加算し Ederer Ⅱ法によって算出した。対象がんの生命損失の大きさをみるために（がん以
外の死亡による影響を除く）実測生存率を期待生存率で除した相対生存率を求めた。
症例の抽出、生存率の計算はすべて標準データベースシステムを用いて行った。
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　部位別5年相対生存率

　図13　部位別5年相対生存率※1　（表12－Ａから作成）

　前立腺、甲状腺、皮膚、乳房は 5年相対生存率が比較的高いが、膵臓、胆のう・胆管、肺、肝・
肝内胆管は低く、部位によって差が見られた。（図 13）
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　臨床進行度別相対生存率

　すべての部位において、進行度では限局が最も高く、ついで領域（リンパ節転移・隣接臓器
浸潤）、遠隔の順であった。（図 14）

　図14　部位別進行度別5年相対生存率※1　（表12－Ｂから作成）
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